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歳出
112億
3542万円

歳入
117億
433万円

町税
20億

3016万円

県支出金
5億8414万円

国庫支出金
１３億7491万円

地方交付税
44億

1606万円

譲与税・交付金
6億942万円

その他
5億３040万円

諸支出金
5億4306万円

町債
9億

560万円

諸収入
１億6407万円

繰入金
4億4904万円
繰越金
6億4050万円

公債費
１４億

6892万円教育費
8億5310万円

災害復旧費
4億667万円

消防費
４億2987万円

土木費
9億6664万円

商工費
3億6812万円

農林水産業費
３億6464万円

衛生費
９億7852万円

民生費
３4億2328万円

議会費 9973万円

総務費
13億

3283万円
※万円未満切り捨て

令和５年度
一般会計
決算の内訳

決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、

６
日
間
の
審
査
で
、
令
和
５
年

度
に
執
行
さ
れ
た
状
況
を
深
く

把
握
し
つ
つ
、
決
算
を
多
面
的

に
評
価
し
た
。
９
会
計
中
８
会

計
は
認
定
さ
れ
た
が
、
一
般
会

計
は
、
賛
成
少
数
で
不
認
定
と

な
っ
た
。こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

委
員
長
報
告
を
ま
と
め
、
本
会

議
に
報
告
し
た
。
本
会
議
で
は

全
て
の
会
計
が
、
賛
成
多
数
も

し
く
は
全
員
賛
成
で
認
定
さ
れ

た
。（
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
）

一
般
会
計
の
借
金
の
返
済（
公

債
費
）
は
約
14
億
７
０
０
０
万

円
だ
っ
た
が
、
交
付
税
に
は

公
債
費
の
返
済
分
が
加
算
さ

れ
て
い
る
の
で
、
町
負
担
は
約

4
億
７
０
０
０
万
円
に
な
っ
て

い
る
。

※
経
常
収
支
比
率
は

98
・
３
％
に
上
昇
し
た
が
、

２
億
５
９
３
万
８
０
０
０
円
を

※
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て

た
結
果
、
残
高
は
過
去
最
高
の

16
億
６
５
３
２
万
１
０
０
０
円

と
な
っ
た
。
決
算
審
査
特
別
委

員
会
は
、
財
政
状
況
は
改
善
し

て
い
る
と
判
断
し
た
。

問｠

行
政
改
革
推
進
等
の
成
果

と
し
て
、
財
政
調
整
基
金

を
２
億
５
９
３
万
８
０
０
０
円

積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
と

あ
る
が
。

委
員
長　
事
業
を
集
中
し
、
補

助
金
や
効
率
の
よ
い
地
方
債
の

活
用
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

【決算審査特別委員会】
委員長　滝ノ上 万記

委
員
長
報
告
の

様
子
は
こ
ち
ら 

▼

議会だよりキャラクター 「かきかあちゃん」

!  ※財政調整基金とは
災害対策、緊急時の財源、不足する経費の財
源などに充てられる。

!  ※経常収支比率とは
財政構造の弾力性を判断する指標。家計で
いえば、収入に対する毎月の固定支払いの割合。
この比率が高いと余裕がなくなる。

10月
会議

10月会議
（10/24～28）
専決処分 １件

決算認定 ９件

意見書 １件

財
政
状
況
は

改
善
し
て
い
る
と
判
断

財
政
調
整
基
金
は

過
去
最
高
額

決─算─審─査

2025.2.1  104号 │ 02傍聴議会を して いただいた傍聴アンケートを基本的に原文のまま掲載しています
（個人を特定できる表記は除いています）。



６
月
２
日
の
豪
雨
の
際
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
の
家
電
ゴ
ミ
も

含
め
住
民
負
担
な
し
で
処
理
し
つ
つ
、
中
間
ゴ
ミ
置
き
場
を
設
置
し

た
。
町
職
員
を
被
災
し
た
地
域
に
派
遣
し
、
支
援
活
動
に
当
た
っ
た

こ
と
、社
会
福
祉
協
議
会
が
広
域
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、

住
民
と
の
橋
渡
し
を
行
っ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

保
育
料
の
無
償
化
に
必
要
な
予
算
は
１
９
８
３
万
円
。
こ
れ
に

よ
っ
て
新
た
に
１
１
７
人
分
の
保
育
料
が
無
償
に
な
っ
た
。

名
称
が
変
更
さ
れ
た
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
」
は
、
年
齢
制
限

を
な
く
し
、
子
ど
も
と
の
交
流
も
含
め
、
取
り
組
め
る
と
と
も
に
、

老
人
会
が
行
う
事
業
も
対
象
に
な
っ
た
。
ま
た
介
護
予
防
に
取
り
組

め
ば
、
１
回
当
た
り
５
０
０
円
の
補
助
が
加
算
さ
れ
た
。

新
た
に
産
後
ケ
ア
事
業
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。

県内でも先駆けた支援県内でも先駆けた支援県内でも先駆けた支援県内でも先駆けた支援県内でも先駆けた支援県内でも先駆けた支援県内には
30の市町村があるよ

光
る
迅
速
な
対
応

県
内
４
番
目
の

保
育
料
無
償
化

一般
会
計
決
算
の
特
徴

重機をもって駆けつけてくれた災害専門ボランティアグループ。
増水によって倒れたブロック塀除去作業

みんな楽しそう。保育料無償になって良かったね（三谷こども園）

03 │ 傍聴議会を して 街灯について、車ではわかりにくい箇所は歩行していると気付きま
す。設置場所、点検していただければと思いました。

７０代
[女性]
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有
害
鳥
獣
被
害
は
引
き
続
き
深
刻
。
町
が
把
握
し
て
い
る
農
作
物

の
被
害
額
は
２
２
３
６
万
９
０
０
０
円
と
な
っ
た
。
猟
友
会
の
高
齢

化
な
ど
人
員
不
足
の
問
題
が
あ
り
、
次
世
代
の
育
成
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
※
援
農
隊
の
受
け
入
れ
に
は
、
課
題
が
見
え
て
き
た
。

道
の
駅
周
遊
事
業
は
、
町
内
業
者
の
参
加
を
増
や
す
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

町
営
住
宅
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
空

き
家
が
増
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持

に
も
課
題
が
生
じ
る
。
住
宅
の
建
て

替
え
ま
で
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
の

で
、
町
営
住
宅
の
有
効
活
用
を
行
い

つ
つ
建
て
替
え
を
求
め
た
。

問｠

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
で
「
援
農
隊
の
受
け
入

れ
は
、
労
働
者
派
遣
法
と
の
関

係
で
課
題
が
見
え
て
き
た
」
と

あ
る
。
課
題
と
は
何
か
。

委
員
長　
農
家
に
労
働
者
を
斡

旋
す
る
に
は
、
労
働
者
派
遣
法

に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で
あ
る
。

団地を有効活用して団地を有効活用して団地を有効活用して

実態を知ってほしい実態を知ってほしい実態を知ってほしい実態を知ってほしい実態を知ってほしい実態を知ってほしい

町管理の住宅空き家率を調べてみた
住宅の区別 管理戸数 入居戸数 空き家戸数 空き家率

町営住宅（19団地の計） ４４７ ３０５ １４２３１．８％
高田コミュニティ住宅 １６ １４ ２１２．５％
北寺公的賃貸住宅 ６ １ ５８３．３％
桜ヶ丘定住促進住宅 ５９ ３９ ２０３３．９％

合　計 ５２８ ３５９ １６９３２．０％
（令和6年12月20日現在）

!  ※援農隊とは
農作業を助ける
ボランティア。
全国をまわって
いる。

有
害
鳥
獣
被
害
は
深
刻

悩
ま
し
い
対
策

有害駆除として捕獲されたニホンシカ

団地を歩くと空き家が多いのにビックリ（笠田団地）

町
営
住
宅
は
入
居
者
こ
そ

主
人
公

2025.2.1  104号 │ 04傍聴議会を して 議員の発言は、生活に密着した買い物、健康でした。７０代
[女性]



10月・12月会議採決状況（賛否が分かれた決算は４件）

会計名・件名
議員名

結果

松
岡　
宏
行

藤
本　
憲
一

東
芝　
弘
明

大
原　
清
明

浦
中　
隆
男

溝
北　
好
一

中
谷　
雅
美

羽
根　
祥
起

滝
ノ
上
万
記

山
下　
慎
二

表
具　
　
弘

大
山　
希
世

令
和
５
年
度
決
算

一般会計 8対2で認定 － ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○
シビックセンター特別会計など５件 10対0で認定 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計
介護保険事業特別会計

9対1で認定 － ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

10月会議 国土強靭化の強力かつ計画的な
推進を求める意見書 10対0で可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

12月会議

人権擁護委員候補者推薦２件 9対0で適当 － ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
課室設置条例の一部改正など４件
町道の廃止など７件
一般会計補正予算（第７号）など７件

10対0で可決 － ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学校の業務量に見合った教職員配
置と長時間労働を抑制するため教
員に残業代を支給可能とする給特
法の改正を求める請願・意見書

10対0で
請願は採択
意見書は可決

－ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（注）松岡宏行議員は、議長のため採決には加わらない。　○は賛成　×は反対　欠は欠席

反
対

国
保
税
は
高
す
ぎ
る

東
芝　
弘
明
議
員

負
担
増
に
は
反
対
。
県
と
市

町
村
は
対
等
。
保
険
税
が
統
一

さ
れ
て
も
町
が
軽
減
で
き
る
。

国
保
に
は
構
造
的
な
欠
陥
が
あ

る
。
税
の
基
本
は
生
計
費
非
課

税
に
あ
る
の
に
収
入
の
な
い
人

に
税
金
が
か
か
る
。
国
保
税
は

高
す
ぎ
る
。

 

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計

反
対

老
人
医
療
費
の
無
料
化
を

東
芝　
弘
明
議
員

高
齢
者
の
２
割
負
担
導
入
を

強
行
採
決
し
た
の
は
自
民
、
公

明
、
維
新
。
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
は
年
齢
で
区
別
す
る
諸
外

国
に
は
例
の
な
い
事
業
。
こ
の

制
度
は
廃
止
し
、
老
人
医
療
費

の
無
料
化
制
度
を
復
活
す
べ
き
。

賛
成

恒
久
的
な
継
続
を
願
う

山
下　
慎
二
議
員

こ
の
制
度
は
県
下
全
体
の
事

業
で
あ
り
、
か
つ
ら
ぎ
町
に
お

い
て
は
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

高
い
収
納
率
も
評
価
で
き
る
。

病
気
や
介
護
予
防
に
つ
な
が
る

保
険
事
業
な
ど
の
充
実
を
図

り
、
安
定
的
で
、
恒
久
的
な
制

度
の
継
続
を
願
う
。

 

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計

反
対

保
険
料
は
高
す
ぎ
る

東
芝　
弘
明
議
員

80
万
円
の
年
金
収
入
に
対
し

８
万
２
２
０
０
円
の
保
険
料
を

負
担
さ
せ
る
介
護
保
険
は
制
度

と
し
て
間
違
っ
て
い
る
。
サ
ー

ビ
ス
受
給
者
は
２
割
。
負
担
だ

け
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業

が
な
く
な
る
。

賛
成

不
便
や
不
安
に
寄
り
添
っ
て

大
山　
希
世
議
員

地
域
医
療
と
密
な
連
携
で
、

支
援
が
行
き
渡
る
よ
う
取
り
組

ん
だ
努
力
を
感
じ
る
。
Ｃ
型

サ
ー
ビ
ス
は
要
支
援
前
段
階
の

人
へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
介
護

を
防
げ
ば
保
険
料
負
担
軽
減
に

も
つ
な
が
る
。
今
後
も
一
層
取

り
組
ま
れ
た
い
。

 

介
護
保
険
事
業特

別
会
計

…
…

賛
否
が
分
か
れ
る

討
論

05 │ 傍聴議会を して 健康であり続けるために特定健診の大切さも認識しました。７０代
[女性]

決
算
審
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決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
委

員
長
報
告
で
、
財
政
状
況
は
改

善
し
て
い
る
と
全
員
一
致
で
判

断
し
た
。
委
員
長
を
除
く
委
員

５
人
の
う
ち
３
人
が
一
般
会
計

決
算
に
反
対
し
た
の
で
、
一
般

会
計
決
算
は
不
認
定
と
な
っ

た
。
本
会
議
で
は
、
賛
成
が
８

人
、
反
対
が
２
人
で
認
定
と

な
っ
た
。
討
論
し
た
議
員
は
６

人
（
賛
成
３
人
、
反
対
３
人
う

ち
委
員
会
の
み
が
１
人
）。
討

論
と
質
疑
を
掲
載
す
る
。

委
員
長
報
告
に

対
す
る
質
疑

問｠

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で

「
決
算
を
認
定
し
な
い
と

決
定
し
た
」
と
の
報
告
で
あ
っ

た
が
。

委
員
長　
斎
場
管
理
費
の
消
耗

品
と
し
て
、
コ
ピ
ー
用
紙
を
１

０
０
万
円
購
入
し
て
い
る
が
、

斎
場
以
外
で
も
使
っ
て
い
る
こ

と
が
問
題
だ
と
い
う
意
見
に
よ

り
、
反
対
す
る
委
員
が
増
え
た
。

問｠

斎
場
の
コ
ピ
ー
用
紙
の
購

入
に
対
し
「
必
要
な
経
費

の
範
囲
に
と
ど
め
る
よ
う
改
善

さ
れ
た
い
」
と
指
摘
し
て
い
る

が
。

委
員
長　
斎
場
の
事
務
費
と
し

て
使
っ
て
い
る
の
か
。
コ
ピ
ー

用
紙
を
１
０
０
万
円
分
購
入
し
、

１
年
間
で
使
い
切
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。

!  一体、何が起こったの？
本会議は、決算審査を委員会に
付託した。委員会の審査は最大限
尊重される。それでもなお、委員会
と本会議の結論が食い違うことは
ある。今回、一般会計決算は本会議
の判断で認定となった。

委
員
会
で一般
会
計
は
不
認
定

一転
、
本
会
議
で
は
認
定

委員会では一般会計決算は賛成２人、反対３人で不認定

本会議では一般会計決算は賛成８人、反対２人で認定

決
算
審
査

特
別
委
員
会
の

様
子
は
こ
ち
ら 

▼

本
会
議
の

様
子
は
こ
ち
ら 

▼
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多くの声を
聞かせてください

“かけはし”には1人でも多くの
住民に登場いただくことを
大切に考えています。

今後も取材等へのご協力を
お願いいたします。

傍聴を
お待ちしています
本会議や委員会の

傍聴をしていただけると、
紙面には載らない、

議員の考えや町当局の取り組みを
知っていただけます。
ぜひ、議会のリアルを
見に来てください。

“かけはし”には1人でも多くの
住民に登場いただくことを

今後も取材等へのご協力を

傍聴をしていただけると、

議員の考えや町当局の取り組みを

議会だより
編集特別委員会からの
お知らせ
議会だより

編集特別委員会からの
お知らせ

反
対

メ
デ
ィ
ア
事
業
の
成
果
は

羽
根　
祥
起
議
員

事
業
の
成
果
が
具
体
的
に
示

さ
れ
て
い
な
い
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
会
社
名
な
ど
が
知
ら
さ

れ
て
い
な
い
。
ど
う
い
う
企
業

か
知
ら
せ
る
の
が
普
通
だ
と
思

う
。賛

成
さ
ら
に
安
定
し
た
財
政
を

大
山　
希
世
議
員

事
業
は
適
切
に
執
行
さ
れ

た
。
６
月
の
豪
雨
災
害
後
、
同

月
15
日
に
災
害
復
旧
費
が
上
程

さ
れ
迅
速
に
取
り
か
か
れ
た
。

即
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
一
般
・
災
害
専
門

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
尽
力
も
あ

り
、
被
災
者
が
生
活
を
再
開
で

き
た
。

賛
成

良
好
に
遂
行
さ
れ
た

山
下　
慎
二
議
員

実
質
単
年
度
収
支
は
５
年
連

続
黒
字
、
財
政
調
整
基
金
残
高

は
４
年
連
続
増
加
で
あ
る
。
保

育
料
無
償
化
、
産
後
ケ
ア
事
業

な
ど
お
お
む
ね
良
好
に
遂
行
さ

れ
た
。
監
査
委
員
の
意
見
に
対

し
、
真
摯
に
耳
を
傾
け
て
ほ
し

い
。賛

成
適
正
で
認
定
で
き
る

浦
中　
隆
男
議
員

議
会
が
可
決
承
認
し
た
予
算

が
適
正
に
執
行
さ
れ
た
か
、
そ

う
で
な
か
っ
た
か
を
審
査
す
る

こ
と
で
あ
り
、
委
員
長
報
告
で

も
、
不
適
切
な
予
算
の
執
行
が

行
わ
れ
た
と
の
指
摘
は
な
く
、

決
算
の
状
況
か
ら
適
正
で
認
定

で
き
る
。

反
対

委
員
会
の
討
論

疑
問
が
払
拭
で
き
な
い

表
具　
弘
議
員

斎
場
で
の
コ
ピ
ー
用
紙
の
購

入
は
、
民
間
で
は
こ
の
よ
う
な

消
耗
品
の
購
入
は
し
な
い
。
会

社
全
体
で
使
う
も
の
で
あ
っ
て

も
、
各
部
署
単
位
で
予
算
を
組

ん
で
購
入
す
る
の
が
大
前
提
。

最
終
的
に
疑
問
が
払
拭
で
き
な

い
。反

対
賛
成
面
と
反
対
面
が
あ
る

東
芝　
弘
明
議
員

保
育
料
の
無
償
化
、
公
民
館

の
新
た
な
設
置
、
歴
史
民
俗
資

料
館
の
整
備
、
豪
雨
災
害
へ
の

対
応
に
は
賛
成
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
観
光
事
業
、
市
場

調
査
を
し
な
い
優
良
賃
貸
住

宅
、
改
修
し
な
い
町
営
住
宅
の

管
理
に
は
反
対
。

 

一
般
会
計

…
…

賛
否
が
分
か
れ
る

討
論

大山　希世 議員
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内容

地
域
優
良
賃
貸
住
宅
を
建
設
す
る
た
め
財
産
の
取
得
を
行

う
。
財
源
の
ほ
と
ん
ど
は
国
か
ら
借
り
る
公
営
住
宅
建
設

事
業
債
。
丁
ノ
町
の
元
酒
造
工
場
跡
地
な
ど
で
面
積
は

９
７
７
１
・
85
平
方
メ
ー
ト
ル
。
最
大
80
戸
の
住
宅
を
建
設
で
き
る

が
、
課
題
は
需
要
の
把
握
と
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
に
あ
る
。
実
際

に
何
戸
建
て
る
か
は
企
業
の
提
案
に
よ
る
。

問｠
現
時
点
で
は
、
通
学
路
や

国
道
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
計
画
が
な
い
。
道
路

計
画
が
で
き
な
い
と
、
優
良
賃

貸
住
宅
事
業
も
う
ま
く
い
か
な

い
の
で
は
な
い
か
。

技
監
兼
検
査
長　
来
年
早
々
県

と
協
議
を
し
、
早
急
に
計
画
を

立
て
た
い
。

問｠
高
野
山
の
安
価
な
宿
泊
場

所
と
し
て
の
提
供
は
。
ま

た
施
設
と
し
て
成
果
が
出
な
け

れ
ば
ど
う
す
る
の
か
。

町
長　
ど
の
よ
う
に
呼
び
込
む

か
検
討
す
る
。
今
後
５
年
間
で

施
設
の
在
り
方
を
含
め
検
討
す

る
。 優良賃貸住宅に期待優良賃貸住宅に期待優良賃貸住宅に期待優良賃貸住宅に期待優良賃貸住宅に期待優良賃貸住宅に期待

問｠

妙
寺
地
域
か
ら
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
撤
退
し
た

の
で
、
町
が
責
任
を
も
っ
て
需

要
調
査
を
す
べ
き
で
は
。

企
画
公
室
長　
町
に
よ
る
実
施

方
針
案
が
で
き
れ
ば
、
企
業
か

ら
の
提
案
を
受
け
る
。
企
業
提

案
の
中
に
ア
ク
セ
ス
道
路
の
希

望
や
需
要
調
査
が
含
ま
れ
る
の

で
、
町
と
し
て
提
案
内
容
を
見

て
検
討
す
る
。

!  設計は誰がするの？
官民連携事業なので、町が
示す実施計画案に対し、民間
企業から事業内容や建築設
計の提案を受ける。

議─案─審─議

12月
会議

12
月
会
議
で
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
を
本
館
と
す
る
、
文

化
財
拠
点
施
設
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
や
、
西
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
上
り
線
地
域
振
興
施
設
と
、
は
な
ぞ
の
温
泉

「
花
圃
の
里
」
の
指
定
管
理
、
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
の
用
地
取

得
な
ど
の
議
案
、
各
会
計
の
補
正
予
算
を
審
議
し
、
全
て
全
員

賛
成
で
可
決
し
た
。
審
議
内
容
は
８
ペ
ー
ジ
か
ら
11
ペ
ー
ジ
。

買収する用地から見た東側のアクセス道路。この先に妙寺中学校がある。道路拡幅整備が必要

12月会議
（11/28～12/17）
人事 ２件
補正予算 ７件
条例 ４件
事件議決 ７件
請願 １件
意見書 １件
一般質問 ５人

地
域
優
良
賃
貸
住
宅

事
業
は
進
む
が
課
題
も
あ
る

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

【
財
産
の
取
得
】
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花圃の里は笑顔の里花圃の里は笑顔の里花圃の里は笑顔の里花圃の里は笑顔の里花圃の里は笑顔の里花圃の里は笑顔の里

内容

最
初
の
指
定
管
理
か
ら
10
年
。「
株
式
会
社
ア
イ
ガ
ア
ル
」

が
２
回
連
続
で
指
定
さ
れ
た
。
応
募
は
２
社
。
町
は
５
年

間
の
指
定
管
理
料
と
し
て
６
０
０
０
万
円
を
設
定
。
採
算

を
合
わ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
施
設
の
指
定
管
理
。

内容

指
定
管
理
10
年
を
経
て
、
引
き
続
き
「
株
式
会
社
ま
ち
づ

く
り
か
つ
ら
ぎ
」
が
３
回
連
続
で
指
定
さ
れ
た
。
応
募
は

１
社
の
み
。

問｠

高
野
山
の
安
価
な
宿
泊
場

所
と
し
て
の
提
供
は
。
ま

た
施
設
と
し
て
成
果
が
出
な
け

れ
ば
ど
う
す
る
の
か
。

町
長　
ど
の
よ
う
に
呼
び
込
む

か
検
討
す
る
。
今
後
５
年
間
で

施
設
の
在
り
方
を
含
め
検
討
す

る
。

問｠
議
会
が
指
定
管
理
の
判
断

を
す
る
た
め
に
、
事
業
計

画
や
収
支
計
画
な
ど
の
資
料
提

出
方
法
を
改
善
す
べ
き
。

参
事
（
総
務
・
厚
生
担
当
）　

企
業
の
秘
密
を
守
る
こ
と
と
、

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
審
議

資
料
の
提
供
な
ど
を
研
究
し
た

い
。道の駅に立ち寄って道の駅に立ち寄って道の駅に立ち寄って

!  ※指定管理とは
公の施設の管理には、直営や
委託、指定管理の方法がある。
指定管理の目的は、民間の
経営努力とサービスの向上、運
営経費の削減にある。

癒される、くつろげる花圃の里。さらに魅力のアップを

現在の営業時間は午前８時～午後７時。かつらぎ町の顔としてさらに発展を期待したい

魅
力
ア
ッ
プ
を

花
圃
の
里
指
定
管
理

利
用
者
に
特
産
品
と
安
ら
ぎ
を

道
の
駅
か
つ
ら
ぎ
西（
Ｐ
Ａ
上
り
線
）

【
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
】
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議
案
審
議

傍聴議会を して 一般質問は今回５人でしたが、もっと多くの議員に質問していただ
き、議会が活発になれば。
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案
審
議



農
地
調
整
係

広
報
観
光
係

移
住
定
住
推
進
係

商
工
振
興
係

青
少
年
育
成
係

子
育
て
支
援
係

農
業
振
興
係

林
業
振
興
係

保
険
年
金
係

健
康
推
進
係

社
会
福
祉
係

障
害
福
祉
係

介
護
支
援
係

戸
籍
住
民
係

環
境
衛
生
係

総
　務
　係

教
育
支
援
係

機
構
改
革
の
主
な
内
容

·
産
業
観
光
課
が
「
農
林
振
興
課
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」
に

分
か
れ
る
。

·
健
康
推
進
課
は
「
健
康
保
険
課
」
と
な
る
。

·
住
民
福
祉
課
の
福
祉
関
係
と
介
護
保
険
等
を
合
わ
せ
「
福
祉
介
護

課
」
と
な
る
。

·
環
境
課
は
、
住
民
係
を
加
え
「
住
民
環
境
課
」
と
な
る
。

·
教
育
委
員
会
の
規
則
が
改
正
さ
れ
、
子
育
て
支
援
と
青
少
年
育
成

を
係
と
す
る
「
こ
ど
も
未
来
課
」
と
な
る
。

内容

町
は
約
１
年
間
の
検
討
を
踏
ま
え
、
課
室
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
し
た
。
課
室
は
２
増
と
な
り
、18
課
室
と
な
る
。

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ

本
格
始
動

問｠

企
画
公
室
の
情
報
政
策
係

の
仕
事
は
。
交
通
政
策
係

と
は
。

企
画
公
室
長　
情
報
シ
ス
テ
ム

の
管
理
運
営
と
と
も
に
デ
ジ
タ

ル
化
を
図
る
。
交
通
政
策
係
は
、

総
務
課
所
管
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

事
務
を
移
管
し
、
公
共
交
通
全

体
の
政
策
を
管
理
す
る
。
来
年

度
は
、
公
共
交
通
計
画
を
策
定

す
る
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

在
り
方
の
検
討
を

問｠

介
護
と
福
祉
を
一
つ
の
課

に
ま
と
め
た
。
将
来
的
に

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
こ
の
課

に
統
合
す
べ
き
で
は
。

副
町
長　
今
後
検
討
し
た
い
。

機構改革に込めた思い機構改革に込めた思い機構改革に込めた思い機構改革に込めた思い機構改革に込めた思い機構改革に込めた思い機構改革に込めた思い機構改革に込めた思い機構改革に込めた思い

農林、商工、観光を抱える産業観光課では課題が盛りだくさんになっている

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
思
い
を
込
め

課
を
再
編

【
課
室
設
置
条
例
の
一
部
改
正
】
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し熱気のある議会を希望します。
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内容

天
野
に
、
歴
史
民
俗
資
料
館
と
収
蔵
庫
に
よ
る
文
化
財
拠

点
施
設
が
、
令
和
７
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。
そ
の
た

め
の
設
置
条
例
。
木
・
金
・
土
・
日
の
開
館
を
予
定
。
博

物
館
法
に
準
じ
て
観
覧
は
無
料
と
な
る
。
専
門
家
を
含
め
10
人
程
度

で
文
化
財
拠
点
施
設
運
営
審
議
会
を
構
成
し
、
こ
の
施
設
を
軸
に
文

化
財
行
政
を
発
展
さ
せ
る
。

内容

今
あ
る
庇ひ
さ
しを
利
用
し
つ
つ
、
防
火
対

策
を
行
い
な
が
ら
、
新
た
に
幅
５

メ
ー
ト
ル
、
長
さ
26
メ
ー
ト
ル
弱
の

庇
を
設
置
す
る
予
定
。

内容

町
道
四
邑
13
号
線
に
お
け
る
大
規
模
な
地

す
べ
り
災
害
は
、
よ
う
や
く
復
旧
工
事
に

か
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問｠
文
化
財
拠
点
施
設
と
歴
史

民
俗
資
料
館
の
関
係
は
。

生
涯
学
習
課
長　
補
助
金
申
請

と
の
関
係
で
文
化
財
拠
点
施
設

と
い
う
名
称
に
な
っ
た
。
本
館

が
歴
史
民
俗
資
料
館
で
、
建
物

の
看
板
も
こ
の
名
称
と
な
る
。

問｠

２
億
円
か
か
る
復
旧
工
事
の
調
査
内
容
と
施
工

方
法
は
。

建
設
課
長　
調
査
に
よ
っ
て
地
す
べ
り
の
範
囲
お
よ

び
深
さ
の
確
定
と
、
対
策
工
法
を
決
定
し
た
。
地
中

の
地
下
水
を
抜
く
横
ボ
ー
リ
ン
グ
工
法
と
、
斜
面
を

固
定
す
る
ア
ン
カ
ー
工
法
を
実
施
す
る
。

!  歴史を物語る資料は貴重
佐波理の出土等によって佐野寺
跡（大字佐野）が、飛鳥時代（593～
710年）で、中央政府と関係の深い
遺跡だと分かった。佐波理は銅とす
ずの合金で全国でも数例、県内唯
一。816年の高野山開創以前の地
域信仰や社会を物語る貴重な資料。

佐野寺跡から昭和53年の発掘調査で出土した佐
さ

波
は

理
り

（鋺
わん

蓋
ぶた

）

夏は非常に暑い。庇を拡張することで子どもたちが楽しく遊べる

町道四邑13号線の地すべりは、幅20～25メートル、
奥行き130メートルに渡って下方にすべっている

12
月
会
議
録
画
配
信
は
こ
ち
ら 

▼

歴
史
民
俗
資
料
館

令
和
７
年
10
月
天
野
に
オ
ー
プ
ン

【
文
化
財
拠
点
施
設
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
制
定
】

待
ち
望
ん
で
い
た

復
旧
工
事
ス
タ
ー
ト

佐
野
こ
ど
も
園

熱
中
症
対
策

大
き
な
庇
設
置

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】
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議
案
審
議

傍聴議会を して 私は少し耳が聞こえにくいのですが、ちゃんと聞き取れて良かったです。
私達の生活に関わる問題を取り上げて頂きありがとうございます。

6０代
[女性]



10
月
会
議
で
は
「
国
土
強
靱
化
の
強
力
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」
を
国
に

提
出
し
た
。
12
月
会
議
で
は
「
学
校
の
業
務
量
に
見
合
っ
た
教
職
員
配
置
と
長
時
間
労
働
を

抑
制
す
る
た
め
教
員
に
残
業
代
を
支
給
可
能
と
す
る
給
特
法
の
改
正
を
求
め
る
請
願
」
を
委

員
会
・
本
会
議
と
も
に
全
員
賛
成
で
採
択
し
、
同
趣
旨
の
意
見
書
を
国
に
提
出
し
た
。

教
員
の
大
幅
増
員
と
国
土
強
靭
化
推
進
を

求
め
２
つ
の
意
見
書
提
出

請願・意見書

子どもに対する熱意があるため、より良い授業
を求めて仕事時間が長くなる。教員の定数を増や
し、必要な人員を確保することで負担も軽減され
る。残業代の支給も含めて見直されるべきである。

山下　慎二　議員

意
見
書
提
出

防
災
対
策
を
強
め

一
層
の
国
土
強
靱
化
を

自
然
災
害
が
激げ
き
甚じ
ん
化
・
頻ひ
ん

発ぱ
つ
化
す
る
中
、
国
土
強き
ょ
う

靱じ
ん
化

の
「
中
期
計
画
」
策
定
が
求

め
ら
れ
る
。「
半
島
防
災
」

と
い
う
新
た
な
視
点
を
取
り

入
れ
、
必
要
な
予
算
・
財
源

を
通
常
予
算
と
は
別
枠
で
確

保
す
る
な
ど
、
取
り
組
み
を

推
進
す
る
よ
う
強
く
要
請
す

る
。

意
見
書
提
出

教
職
員
を
増
や
し

残
業
代
の
支
給
を

教
職
員
の
長
時
間
労
働
は

深
刻
。
教
育
活
動
に
専
念
す

る
た
め
、
必
要
な
教
員
を
正

規
教
員
で
確
保
し
、
長
時
間

過
密
労
働
を
解
消
す
べ
き
。

そ
の
た
め
に
定
数
法
（
義
務

標
準
法
と
高
校
標
準
法
）
の

改
正
と
長
時
間
労
働
の
抑
制

の
た
め
、
給
特
法
を
改
正
し

残
業
代
支
給
を
可
能
に
す
べ

き
。

取材メモ

本会議での録画配信はこちら▼

国土強靱化の強力かつ計画
的な推進を求める意見書

学校の業務量に見合った教
職員配置と長時間労働を抑
制するため教員に残業代を
支給可能とする給特法の改
正を求める意見書60

先生は子どもたちのために遅くまで頑張っている（笠田小学校の教室）

国土強靭化対策で整備された小林谷川の護岸（三谷地内）

2025.2.1  104号 │ 12傍聴議会を して 常に弱者の味方で弱者の目線に立って物事を考えてくれていると
思います。感謝しております。

6０代
[女性]



各ページの二次元コードを読み取ると、
ユーチューブで質問映像を見ることができます。

令和６年中に行った一般質問テーマ

2027年問題 蛍光灯が無くなる
溝北　好一………………… 14

早急に公共交通の抜本的見直しを
大山　希世………………… 15

かつらぎ町の選挙で選挙公報作成を
滝ノ上万記………………… 16

買い物困難者への支援策を早急に
藤本　憲一………………… 17

核兵器禁止条約の批准を国に求めて
東芝　弘明………………… 18

各ページの二次元コードを読み取ると、
ユーチューブで質問映像を見ることができます。

中阪町長

一 般 質 問

一
般
質
問
は
、
町
政
に
関
す
る
提
案
や
質
問
を
行
う
も
の
で

持
ち
時
間
は
１
人
60
分
。
記
事
は
、質
問
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

60

町
民
の
お
も
いを
届
け
る

分
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照
明
器
具
等
の
在
庫
や
今

後
の
供
給
体
制
を
踏
ま
え
、

優
先
順
位
を
考
え
計
画
的

に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
。

問｠

本
町
で
は
、
新
築
・

改
築
以
外
に
意
識
的

に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
施
設
は

あ
る
か
。

総
務
課
長　
照
明
機
器
の

老
朽
化
に
伴
う
更
新
や
、

改
修
工
事
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

に
交
換
し
た
。

問｠
計
画
中
の
庁
舎
は
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

総
務
課
長　
新
庁
舎
建
設

は
官
民
連
携
事
業
で
整
備

を
目
指
す
。
現
庁
舎
で
故

障
に
よ
る
も
の
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
に
交
換
。
蛍
光
管
は

50
本
程
度
ス
ト
ッ
ク
で
対

応
す
る
。

問｠

庁
舎
関
連
施
設
、
花

園
支
所
は
。

総
務
課
長　
南
別
館
・
西

別
館
は
、
庁
舎
完
成
後
解

体
撤
去
の
た
め
本
庁
舎
と

同
様
。
花
園
支
所
は
耐
震

診
断
の
上
、
補
強
工
事
時

の
更
新
を
計
画
。

問｠

町
内
の
各
街
灯
・
交

流
セ
ン
タ
ー
等
は
。

総
務
課
長　
自
治
区
・
町

内
会
設
置
の
防
犯
灯
は
、

設
置
補
助
金
の
活
用
で
随

時
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
更
新
中
。
ま

た
、
交
流
セ
ン
タ
ー
は
耐

震
工
事
含
め
検
討
す
る
。

町
保
有
の
集
会
所
は
、
整

備
補
助
金
を
活
用
し
町
内

会
等
で
改
修
し
て
も
ら
う
。

問｠

蛍
光
灯
使
用
の
大
き

い
学
校
・
教
育
施
設

へ
の
取
り
組
み
方
向
性
は
。

教
育
次
長　
現
在
、
故
障

時
に
随
時
取
り
替
え
て
い

る
が
、
蛍
光
灯
・
水
銀
灯

は
、
施
設
の
運
営
状
況
等

に
応
じ
計
画
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
の
整
備
を
行
う
。

問｠
具
体
的
に
学
校
等
は
。

教
育
総
務
課
長　
施
設
の

状
況
や
利
用
頻
度
を
調
査

の
上
、
優
先
順
位
を
決
め

計
画
的
に
取
り
組
む
。
財

源
は
「
公
立
学
校
施
設
整

備
補
助
金
」
等
の
活
用
。

安
全
確
保
の
た
め
長
期
休

業
期
間
で
の
改
修
を
計
画
。

問｠

公
民
館
・
児
童
館
等

は
。

生
涯
学
習
課
長　
優
先
順

位
を
踏
ま
え
計
画
的
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
。

問｠

町
内
の
各
家
庭
で
も

Ｌ
Ｅ
Ｄ
切
り
替
え
が

進
む
と
考
え
る
が
、
廃
棄

物
処
理
の
計
画
は
。

環
境
課
長　
現
収
集
区
分

で
継
続
。
廃
棄
量
の
増
加

問｠
２
０
２
３
年
、
水
銀

に
関
す
る
水
俣
条
約

締
約
国
会
議
に
て
２
０
２

７
年
末
で
水
銀
を
含
む
蛍

光
管
の
製
造
禁
止
が
合
意
。

今
後
３
年
間
で
、
蛍
光
灯

に
替
わ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の

需
要
が
急
増
す
る
。
工
期

や
商
品
不
足
に
よ
り
、
学

校
や
ト
ン
ネ
ル
等
不
点
灯

が
許
さ
れ
な
い
施
設
の
対

策
が
求
め
ら
れ
る
が
、
町

の
対
応
は
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
）

町
の
施
設
は
多
く
の
照
明

器
具
を
使
用
。
す
で
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
し
て
い
る
も
の
や

古
い
施
設
は
蛍
光
灯
使
用

と
混
在
。
故
障
の
改
修
や
、

施
設
の
改
修
改
築
時
に
順

次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
し
て
い
る
が
、

各
施
設
の
現
状
を
把
握
し
、

等
受
け
入
れ
体
制
は
、
エ

コ
ラ
イ
フ
や
構
成
市
町
と

協
議
す
る
。

問｠

町
民
に
と
っ
て
も
大

き
な
課
題
で
あ
る
。

住
民
へ
の
告
知
推
進
は
。

町
長　
現
照
明
器
具
に
比

べ
省
エ
ネ
・
耐
用
力
・
環

境
等
が
改
善
。
町
と
し
て

環
境
対
策
、
廃
棄
機
器
処

理
方
法
の
周
知
を
図
る
。あと数年現状での使用が望まれる、役場住民窓口の蛍光灯

溝北  好一 議員

2027年問題
蛍光灯が無くなる

［町長］ 廃棄処理も含め、周知を進めたい
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企
画
公
室
長　
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
広
範
囲
に
走

ら
せ
て
ほ
し
い
」
な
ど
、

充
実
を
願
う
声
を
多
く
把

握
。
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね

た
調
査
を
基
に
、
令
和
7

年
度
「
公
共
交
通
計
画
」

の
策
定
を
計
画
し
て
い
る
。

問｠

現
在
、
移
動
手
段
が

な
い
人
、
す
で
に
運

転
免
許
証
を
返
納
し
た
人
、

近
い
将
来
返
納
の
時
期
を

悩
む
人
に
と
っ
て
深
刻
で

喫
緊
の
課
題
。
町
長
の
考

え
は
。

町
長　
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
と
共
存
、
ま

た
共
同
運
行
し

て
い
く
た
め
に

研
究
検
討
し
て

い
く
。
公
共
交

通
の
在
り
方
を

考
え
取
り
組
み

を
進
め
る
。

問｠
交
通
が
生
活
の
豊
か

さ
を
高
め
、
地
域
の

発
展
を
促
進
す
る
と
言
え

る
。
本
町
公
共
交
通
の
利

用
者
が
少
な
い
要
因
、
課

題
が
あ
る
。
抜
本
的
な
見

直
し
が
必
要
と
感
じ
る
が

検
討
し
て
い
る
か
。

問｠

近
年
の
状
況
か
ら
、

住
民
の
国
保
税
や
各

保
険
料
の
将
来
的
な
推
移

を
ど
う
見
込
ん
で
い
る
か
。

健
康
推
進
課
長　
全
体
増

加
傾
向
の
見
込
み
。
国
保

１
人
当
た
り
の
医
療
費
は

増
加
傾
向
。
ま
た
全
国
的

に
団
塊
世
代
が
後
期
に
移

行
し
被
保
険
者
が
増
加
見

込
み
。
保
険
料
も
比
例
し

２
年
ご
と
の
改
定
で
増
加

見
込
み
。
介
護
保
険
は
２

０
４
０
年
に
高
齢
者
人
口

が
ピ
ー
ク
に
達
し
、
生
産

年
齢
人
口
が
急
減
す
る
と

推
計
。
１
人
当
た
り
介
護

保
険
料
も
比
例
し
て
増
加

見
込
み
。
健
康
意
識
の
向

上
と
生
活
習
慣
病
予
防
、

病
気
の
早
期
発
見
と
治
療

な
ど
の
積
み
重
ね
が
な
け

れ
ば
保
険
料
な
ど
が
増
加

す
る
見
込
み
。

現行の公共交通をどう変えていくかが課題

私が提案したステッカー
このようなステッカーを使って

かつらぎ町ならではのお弁当を作ってはどうか

問｠

ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
減

ら
し
、
生
活
習
慣
病

を
未
然
に
防
げ
ば
町
が
負

担
す
る
給
付
費
の
削
減
や
、

住
民
の
保
険
料
の
負
担
減

に
も
反
映
し
て
く
る
。
何

よ
り
健
康
で
過
ご
せ
る
人

が
増
え
る
。
そ
の
た
め
に
、

近
い
将
来
の
疾
病
を
予
測

す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

検
査
の
導
入
。
ま
た
大
学

と
町
で
連
携
し
た
取
り
組

み
を
生
か
し
た
減
塩
レ

シ
ピ
の
活
用
を
提

案
す
る
。
総
菜
や

お
弁
当
レ
シ
ピ
の

提
案
に
事
業
者
へ

足
を
運
び
、
町
ぐ

る
み
で
普
及
推
進

に
取
り
組
ん
で
は
。

取
り
入
れ
る
事
業

者
に
は
ス
テ
ッ
カ

ー
（
図
参
照
）
の

活
用
を
。

町
長　
予
測
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
検
査
に
つ
い
て
は
、

エ
ビ
デ
ン
ス
や
健
診
体
制

に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

現
時
点
で
本
町
は
、
国
が

推
奨
す
る
５
つ
の
が
ん
検

診
と
前
立
腺
が
ん
検
診
を

基
本
に
実
施
し
、
特
定
健

診
、
が
ん
検
診
を
無
料
に

し
て
い
る
。
減
塩
レ
シ
ピ

の
普
及
も
含
め
精
力
的
に

確
実
に
取
り
組
み
を
進
め

た
い
。

大山  希世 議員

早急に公共交通の
抜本的見直しを

［町長］ 全体の在り方を考え進める

保
険
料
負
担
を
軽
減
し

健
康
寿
命
延
伸
へ
の
取
り
組
み
を

﹇
町
長
﹈精
力
的
に
確
実
に
進
め
た
い
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問｠

12
月
の
町
広

報
に
「
新
た

な
ス
ー
パ
ー
の
誘

致
や
、
閉
店
後
の

対
策
を
真
剣
に
協

議
し
て
お
り
、
皆

様
の
生
活
が
快
適

に
な
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
」

と
い
う
町
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
。
誘
致

と
並
行
し
て
、
移

動
販
売
、
ミ
ニ
販

売
所
も
検
討
し
て

は
。
ま
た
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
を
利
用

し
た
買
い
物
ツ
ア

ー
も
検
討
し
て
は
。

町
長　
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
活
用
し
た

買
い
物
ツ
ア
ー
は
、

す
で
に
検
討
に
入

っ
て
い
る
が
、
ド
ラ
イ
バ

ー
不
足
と
い
う
こ
と
が
ネ

ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。
皆

さ
ん
を
買
い
物
で
き
る
エ

リ
ア
に
お
連
れ
す
る
方
法

を
考
え
る
の
が
第
一
。

閉
店
後
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
は
大
変
不
便
を
か
け

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
町

加
入
し
て
い
な
い
世
帯
に

つ
い
て
は
、
期
日
前
の
投

票
所
、
役
場
、
花
園
支
所
、

各
公
民
館
に
配
置
す
る
こ

と
で
対
応
し
て
い
る
。

問｠

こ
の
前
の
兵
庫
県
知

事
選
挙
で
は
、
主
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
候
補
者
の

本
当
の
政
策
が
有
権
者
に

届
か
ず
、
多
く
の
デ
マ
が

飛
び
交
い
、
そ
れ
を
基
に

有
権
者
が
投
票
先
を
選
択

し
て
い
た
と
い
う
報
道
が

あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
今
こ
そ
候
補

者
自
ら
作
成
し
、
選
挙
管

理
委
員
会
が
発
行
す
る
た

め
、
デ
マ
等
が
入
る
隙
の

な
い
選
挙
ビ
ラ
や
選
挙
公

報
、
選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
有

効
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い

る
と
考
え
る
。
そ
の
中
で

も
、
全
戸
配
布
さ
れ
る
選

挙
公
報
を
、
か
つ
ら
ぎ
町

の
町
長
選
挙
や
町
議
会
議

員
選
挙
に
お
い
て
作
成
し

て
は
ど
う
か
と
考
え
る
が

見
解
は
。

総
務
課
長　
町
の
選
挙
は

選
挙
期
間
が
５
日
間
と
短

く
、
選
挙
公
報
の
配
布
が

問｠
先
般
行
わ
れ
た
衆
議

院
選
挙
に
お
い
て
、

那
智
勝
浦
町
の
一
部
の
世

帯
に
、
比
例
代
表
な
ど
の

選
挙
公
報
が
配
送
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。
か
つ
ら
ぎ
町
内

で
も
衆
議
院
議
員
選
挙
に

お
い
て
、
選
挙
公
報
が
届

い
て
い
な
い
と
い
う
話
を

耳
に
し
た
。
本
町
で
は
、

選
挙
公
報
を
ど
の
よ
う
な

手
段
で
配
布
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
自
治
会
に
加

入
し
て
い
な
い
世
帯
に
は
、

選
挙
公
報
を
ど
の
よ
う
な

方
法
で
配
布
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長　
本
町
に
お
い

て
、
選
挙
公
報
は
町
の
広

報
紙
と
同
様
、
自
治
区
等

に
配
布
を
お
願
い
し
て
い

る
。
自
治
区
・
町
内
会
に

困
難
で
あ
り
、
実
施
は
難

し
い
と
考
え
る
。

ま
と
め　

先
日
、
議
会

と
自
治
区
長
会
と
の
意
見

交
換
会
が
開
催
さ
れ
て
、

私
も
広
報
広
聴
特
別
委
員

会
の
委
員
長
と
し
て
出
席

し
た
。
そ
こ
で
区
長
か
ら

出
た
意
見
の
中
に
「
自
治

会
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
い

つ
ま
で
続
く
の
か

分
か
ら
な
い
」「
後

を
担
っ
て
く
れ

る
跡
継
ぎ
が
い
な

い
」
と
い
う
話
を

聞
い
た
。
選
挙
公

報
を
一
つ
取
っ
て

み
て
も
、
現
状
は

そ
の
配
布
を
区
長

に
依
頼
し
て
い
る

状
態
で
あ
る
。
も

し
こ
の
シ
ス
テ

ム
が
無
く
な
れ

ば
、
選
挙
公
報
の

配
布
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
こ
と
が

問
題
に
な
る
。
そ

れ
が
い
よ
い
よ
現

実
的
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
働
き
盛

り
の
世
代
の
中
に

は
「
区
費
は
払
う
か
ら
区

の
仕
事
は
言
わ
な
い
で
く

れ
」
と
い
う
人
た
ち
も
い

る
と
い
う
話
を
聞
く
。
理

由
は
仕
事
や
子
育
て
に
追

わ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
状
況
が
今
後
は
拡
大
す

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

選
挙
公
報
だ
け
に
限
ら
ず
、

区
長
と
町
、
行
政
と
の
関

選挙ポスターの掲示を見て投票の参考に

係
も
、
も
う
一
度
見
直
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
た
め
、
関
係
性
に
つ

い
て
根
本
的
に
見
直
し
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。

滝ノ上万記 議員

かつらぎ町の選挙で
選挙公報作成を

［総務課長］ 選挙期間が短く配布は困難
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た
。
現
状
に
合
っ
た
改
善

が
必
要
と
考
え
る
。
現
在
、

企
画
公
室
が
中
心
と
な
り
、

公
共
交
通
計
画
の
策
定
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

問｠

ス
ー
パ
ー
の
代
わ
り

と
し
て
、
移
動
販
売

や
ミ
ニ
販
売
所
が
あ
る
。

今
は
、
町
外
の
事
業
者
が

移
動
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

町
内
事
業
者
が
移
動
販
売

や
空
家
商
店
を
利
用
し
た

ミ
ニ
販
売
所
を
運
営
し
た

場
合
、
町
の
応
援
補
助
は
。

ま
た
、
若
い
就
農
者
が
や

る
、
軽
ト
ラ
市
の
場
合
も

同
様
の
支
援
が
で
き
な
い

か
。

産
業
観
光
課
長　
住
民
が

参
加
し
て
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
り
、
事
業
者
と
し
て
移

動
販
売
、
ミ
ニ
販
売
所
を

運
営
す
る
事
業
や
軽
ト
ラ

市
に
対
し
て
、
応
援
補
助

を
行
う
こ
と
は
可
能
だ
と

考
え
て
い
る
。
現
状
は
、

事
業
に
対
す
る
直
接
の
補

助
金
は
な
い
。
し
か
し
、

先
進
地
の
事
例
を
踏
ま
え
、

今
後
研
究
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

問｠

12
月
の
町
広

報
に
「
新
た

な
ス
ー
パ
ー
の
誘

致
や
、
閉
店
後
の

対
策
を
真
剣
に
協

議
し
て
お
り
、
皆

様
の
生
活
が
快
適

に
な
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
」

と
い
う
町
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
。
誘
致

と
並
行
し
て
、
移

動
販
売
、
ミ
ニ
販

売
所
も
検
討
し
て

は
。
ま
た
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
を
利
用

し
た
買
い
物
ツ
ア

ー
も
検
討
し
て
は
。

町
長　
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
活
用
し
た

買
い
物
ツ
ア
ー
は
、

す
で
に
検
討
に
入

っ
て
い
る
が
、
ド
ラ
イ
バ

ー
不
足
と
い
う
こ
と
が
ネ

ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。
皆

さ
ん
を
買
い
物
で
き
る
エ

リ
ア
に
お
連
れ
す
る
方
法

を
考
え
る
の
が
第
一
。

閉
店
後
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
は
大
変
不
便
を
か
け

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
町

問｠
９
月
末
で
妙
寺
の
ス

ー
パ
ー
、
衣
料
店
が

撤
退
し
た
。
徒
歩
で
の
買

い
物
に
住
民
が
困
っ
て
い

る
と
の
声
を
よ
く
聞
く
、

早
急
な
支
援
策
を
求
め
る
。

買
い
物
に
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
を
利
用
す
る
方
法

を
勧
め
た
が
、
乗
り
継
ぎ

し
な
け
れ
ば
笠
田
の
ス
ー

パ
ー
に
行
け
な
い
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
併
用
す

れ
ば
30
分
し
か
買
い
物
時

間
が
な
い
の
で
、
使
い
勝

手
が
悪
い
と
の
返
事
が
返

っ
て
き
た
。
再
検
討
は
。

総
務
課
長　
本
町
の
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
日
常

の
移
動
手
段
と
し
て
、
令

和
３
年
４
月
か
ら
運
行
を

開
始
し
た
。
そ
の
当
時
は
、

妙
寺
の
ス
ー
パ
ー
が
あ
っ

と
し
て
も
早
急
な
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

十
分
理
解
し
て
い
る
。

ま
と
め　

今
は
、
自
由

に
至
る
と
こ
ろ
へ
買
い
物

に
行
く
人
や
若
い
人
、
そ

う
い
う
人
た
ち
も
き
っ
と

買
い
物
困
難
者
に
な
っ
て

九度山の軽トラ市。こういう移動販売を期待する

い
く
。
そ
の
時
に
な
っ
て

慌
て
て
も
遅
い
。
買
い
物

困
難
者
の
支
援
策
は
、
全

町
民
の
問
題
と
し
て
捉
え

る
必
要
が
あ
る
。

藤本  憲一 議員

買い物困難者への
支援策を早急に

［町長］ 早急な対応が求められていると承知
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ら
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約

の
批
准
を
求
め
て
い
る
が
。

町
長　
核
兵
器
禁
止
条
約

を
批
准
す
れ
ば
、
ア
メ
リ

カ
の
傘
の
中
か
ら
外
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。
批
准
は

で
き
な
い
。

問｠

批
准
す
べ
き
で
な
い

と
い
う
の
は
、
日
本

維
新
の
会
と
自
由
民
主
党
。

他
の
政
党
は
、
締
約
国
に

な
る
べ
き
だ
と
い
う
方
向
。

ア
メ
リ
カ
の
傘
は
、
ア
メ

リ
カ
の
核
の
傘
と
同
じ
か
。

町
長　
ア
メ
リ
カ
と
安
全

保
障
を
締
結
し
て
い
る
と

い
う
意
味
だ
。

問｠
ア
メ
リ
カ
は
、
核
兵

器
の
先
制
使
用
を
戦

略
に
し
て
い
る
国
。
核
抑

止
力
論
は
、
通
常
兵
器
に

よ
る
戦
争
を
排
除
せ
ず
、

核
兵
器
使
用
の
危
険
性
を

高
め
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
抑
止
論
の
是
非
を

議
論
す
る
の
は
国
会
の
専

決
事
項
。
署
名
や
加
盟
は

お
付
き
合
い
程
度
。
国
に

対
し
批
准
を
迫
る
べ
き
で

は
な
い
。

問｠

妙
寺
地
域
に
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
誘

致
す
る
の
は
必
要
不
可
欠

で
は
な
い
か
。

企
画
公
室
長　
ス
ー
パ
ー

等
事
業
者
へ
の
働
き
か
け

は
今
後
も
積
極
的
に
行
い

た
い
。

問｠

担
当
課
は
企
画
公
室

か
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
） 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

結
成
し
対
応
し
た
い
。

問｠
住
民
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
協
議
会
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長　
一
般
の
住
民
の
意

見
を
吸
い
上
げ
る
こ
と
が

重
要
。

問｠
も
っ
と
早
く
道
路
の

改
修
を
求
め
る
べ
き

問｠
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
受
賞
の
意
義

を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

町
長　
被
爆
者
の
立
場
か

ら
核
兵
器
の
な
い
世
界
を

実
現
す
る
た
め
の
努
力
と
、

核
兵
器
が
二
度
と
使
用
さ

れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を

証
言
に
よ
っ
て
示
し
た
も

の
。

問｠

核
兵
器
禁
止
条
約
に

対
す
る
認
識
は
。

町
長　
核
兵
器
禁
止
条
約

は
、
ア
メ
リ
カ
を
含
む
核

兵
器
保
有
国
の
支
持
を
得

ら
れ
て
い
な
い
。

問｠

町
長
が
署
名
し
た
ヒ

バ
ク
シ
ャ
署
名
、
か

つ
ら
ぎ
町
が
加
盟
し
て
い

る
平
和
首
長
会
議
、
こ
れ

だ
っ
た
。
妙
寺
の
北
と
南

を
結
ぶ
道
路
と
、
北
側
の

狭
い
道
を
ど
う
や
っ
て
拡

幅
し
て
い
く
の
か
。

建
設
課
長　
現
在
検
討
中
。

具
体
的
な
計
画
は
、
今
後

の
妙
寺
地
域
の
整
備
計
画

に
合
わ
せ
作
成
予
定
。

問｠

道
路
改
修
と
併
せ
な

い
と
排
水
問
題
を
解

決
で
き
な
い
と
思
う
が
。

建
設
課
長　
道
路
の
改
修

に
併
せ
た
検
討
に
な
る
。

問｠

高
台
に
も
買
い
物
が

で
き
る
仕
組
み
が
い

る
し
、
国
道
の
南
側
に
は
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

誘
致
も
必
要
だ
が
。

町
長　
高
台
の
道
路
は
狭

く
、
Ｊ
Ｒ
を
越
え
る
道
路

が
少
な
い
。
ま
ち
づ
く
り

の
大
き
な
プ
ラ
ン
を
考
え

な
が
ら
対
応
す
べ
き
と
考

え
る
。

妙寺駅の東にある跨線橋から北に延びる町道の改修とともに
妙寺中学校と妙寺小学校の通学路の改修が

まちづくりにとって必要になっている

東芝  弘明 議員

核兵器禁止条約の
批准を国に求めて

［町長］ 批准を迫るべきではない

妙
寺
の
ま
ち
づ
く
り

道
路
改
修
を

﹇
町
長
﹈大き

な
プ
ラ
ン
を
考
え
対
応
す
る
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10
月
か
ら
12
月
ま
で
毎
月
委
員
会

を
開
催
。「
空
き
家
対
策
」（
企
画
公

室
）
と
「
か
つ
ら
ぎ
町
消
防
団
」（
危

機
管
理
課
）、「
農
業
法
人
」（
産
業

観
光
課
）
の
所
管
事
務
調
査
を
実
施
。

上
下
水
道
課
よ
り
「
公
共
下
水
道
全

体
計
画
の
見
直
し
」
の
説
明
を
受
け

た
。

12
月
の
委
員
会
で
は
、
議
会
Ｂ
Ｃ

Ｐ
に
基
づ
く
訓
練
を
年
度
内
に
実
施

す
る
こ
と
を
確
認
。
大
規
模
災
害
時

に
お
い
て
も
議
会
が
機
能
す
る
よ
う

努
力
を
重
ね
た
い
。

基
本
条
例
と
会
議
規
則
の
改
正
を
軸
に
し
た
見

直
し
は
、
い
よ
い
よ
議
案
と
し
て
１
月
の
本
会
議

に
提
出
す
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。
委
員
会
の
全
面

公
開
、
自
由
討
議
の
仕
方
や
詳
細
説
明
、
会
議
規

則
の
改
正
に
よ
る
現
行
ル
ー
ル
の
明
文
化
な
ど
、

こ
れ
ら
を
具
体
化
し
た
意
味
は
大
き
い
。

逐ち
く
条じ
ょ
う

解
説
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。
さ

ら
に
改
革
を
前
へ
。

自
治
区
長
会
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
。

町
内
の
多
く
の
区
長
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
の
現
状
や
要
望
等
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
議
会
と
し
て
の
考
え
も
区
長
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
。（
関
連
記
事
は
22
〜
23
ペ
ー
ジ
）

議
会
運
営
委
員
会

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

議
員
間
協
議
が
活
性
化

ぜ
ひ
傍
聴
を

基
本
条
例
と
会
議
規
則
の
改
正
へ

自
治
区
長
会
と
活
発
に
意
見
交
換

議員の防災訓練イメージ

総
務
産
業
常
任
委
員
会
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９
月
会
議
で
、
当
委
員
会
へ
付
託

さ
れ
た
「
学
校
の
業
務
量
に
見
合
っ

た
教
職
員
配
置
と
長
時
間
労
働
を
抑

制
す
る
た
め
教
員
に
残
業
代
を
支
給

可
能
と
す
る
給
特
法
の
改
正
を
求
め

る
請
願
」
の
審
査
に
あ
た
っ
て
、
教

職
員
組
合
の
職
員
（
参
考
人
）
と
、

本
町
指
導
主
事
か
ら
県
と
町
の
状
況

を
聞
い
た
。
委
員
か
ら
教
職
員
の
意

見
を
聞
き
た
い
と
の
要
望
を
受
け
、

広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
矢や

嶋じ
ま
洋ひ
ろ
美み

氏
を
講
師
に
招
き
、
午
前
中
は
全
議

員
で
、
午
後
は
委
員
会
で
研
修
を
受

け
た
。
矢
嶋
氏
は
７
年
前
に
も
来
て

も
ら
っ
た
人
で
あ
り
、
本
町
の
議
会

だ
よ
り
を
ず
っ
と
注
目
し
て
い
る
人

だ
っ
た
。

「
本
音
を
言
っ
た
ら
こ
の
議
会
だ

よ
り
に
対
し
、
私
が
提
案
で
き
る
こ

と
が
あ
る
か
不
安
で
し
た
」

研
修
の
最
後
に
矢
嶋
氏
は
そ
う
言

っ
た
が
、
そ
の
言
葉
と
は
正
反
対
に

学
ぶ
こ
と
の
多
い
研
修
に
な
っ
た
。

午
前
は
文
章
の
書
き
方
を
学
び
、

例
文
の
文
章
を
要
約
す
る
作
業
に
取

り
組
ん
だ
。

午
後
は
写
真
の
撮
り
方
、
見
出
し

の
付
け
方
、
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

と
ト
リ
ミ
ン
グ
を
学
ん
だ
。

「
７
年
前
の
研
修
で
発
展
す
る
た

め
の
ス
イ
ッ
チ
を
置
き
ま
し
た
。
今

回
も
そ
れ
を
置
い
て
帰
り
ま
す
」

こ
の
言
葉
に
応
え
た
い
。

正
副
委
員
長
で
小
・
中
学
校
へ
出
向

き
、
校
長
と
の
懇
談
を
行
っ
た
。
学

校
の
状
況
や
校
長
の
切
実
な
声
を
聴

き
、
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
懇
談
内
容
を
精
査
し
、
議
論
を

行
っ
た
結
果
、
出
席
委
員
全
員
賛
成

で
採
択
す
べ
き
と
な
り
、
意
見
書
の

提
出
と
な
っ
た
。

講師の評価が高かった山下議員撮影の写真　構図とぼかしが見事

教職員の勤務時間は教育委員会のパソコンで
詳細に管理されている

紙
面
改
善
の
た
め
の
研
修

参
考
人
制
度
を
活
用

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
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本会議

新庁舎建設と妙寺駅再開発の議論が出ました。
にぎわいのある街づくり、というコンセプトで計画
されているように感じましたが、多くの人が近隣

の岩出市や橋本市に出かけ
ているのをつなぎとめるよう
な魅力ある集客施設を作り出
すのはなかなかむつかしいと
思います。 （７０代男性）

議会運営委員会

膨大な量の資料を頂きましたが、当然すべての
項目を理解されるために、日々勉強されるのだろ
うなと思いました。内容の重さと町民を背負って
の会議を経験させて頂きました。 （７０代女性）

議会だより
本年度議会モニターをさせていただき学ぶ所、
大でございました。広報かつらぎ、議会だより”か
けはし”等毎号、丁寧に読む習慣もできました。

（７０代男性）

103号の24ページに誤り
がありましたので、おわび
し訂正します。

誤　笠田小学校３年
中川　悠太郎さん

正　笠田小学校６年
中川　悠太郎さん

社会福祉協議会（社協）が立ち上げた災害ボラ
ンティアセンターは、町民や近隣住民、全国から
の支援を受け入れた。写真にある社協が用意した
ビブスを着ている人はセンターを通じて参加した
ボランティア。これ以外に災害対応に詳しい災害
専門ボランティアが延べ477人来てくれた（写
真は3ページ）。この中には、重機を
もって参加した大阪のグループ、何度
も東京から夜行バスで来た人もいた。

│募集人数│15人程度
│任 期│１年間（４月～３月）
│職 務│
①本会議や委員会を傍聴し意見を提出
②議会だよりやホームページに関する意見を提出
③議員との懇談会 など

│謝 礼│あり
│応募資格│
①満18歳以上　②町議会に関心があること
③町政および地域社会の発展に関心があること
詳しくは、町議会ホームページをご覧ください。

あなたの声を議会に！
令和７年度議会モニターを募集

◀ こちらから
活動の詳細をご覧いただけます

◀ こちらから

町民の声を議会運営に反映するた
め、議会モニター制度を実施してい
る。提出された感想等レポートの一
部を原文のまま抜粋し掲載する。議会モニターの声m o n i t o r ' s  v o i c e

令和６年度

表紙写真紹介
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B C

地
域
課
題
と

ど
う
向
か
い
合
う
の
か

今
年
も
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、約
70
分

の
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。そ
の
内
容
は「
地
元

の
土
手
の
修
繕
や
木
の
伐
採
な
ど
、農
家
さ
ん
に

は
重
機
を
も
っ
て
い
る
家
も
あ
る
。で
も
自
治
区

に
お
金
が
な
い
か
ら
頼
め
な
い
。自
分
た
ち
で

し
た
く
て
も
で
き
な
い
。だ
か
ら
自
治
区
に
融

通
の
利
く
お
金
が
あ
る
と
あ
り
が
た
い
」「
町

内
会
か
ら
脱
退
す
る
高
齢
の
方
が
増
え
、若
い

世
代
は
面
倒
だ
か
ら
と
言
っ
て
入
り
た
が
ら

な
い
」な
ど
、白
熱
し
た
意
見
が
た
く
さ
ん
出

さ
れ
た
。そ
の
他
の
主
な
意
見
は
23
ペ
ー
ジ
で

一部
紹
介
。

ま
た「
地
域
内
の
メ
イ
ン
道
路
で
あ
る
農

道
を
町
道
に
昇
格
し
て
欲
し
い
」と
の
意
見

が
あ
り
、後
日
、自
治
区
長
か
ら
相
談
を
受

け
、議
員
は
直
接
現
場
を
確
認
し
、問
題
解

決
に
向
け
て一歩
前
進
し
た
。

真剣に悩みを打ち明
ける区長に耳を傾け

る議員

西渋田自治区
安
あ

部
べ

　恒
つ ね お

夫自治区長
本当にありがたい
このような意見交換会の機会を
つくってもらって本当にありがたい。

Ｂ
グ
ル
ー
プ

四郷第二自治区
小
こばやし

林　洋
ひろ

之
ゆき

自治区長
もう少し早くできれば
一年で替わる区長もいるので、
もう少し早い開催もありがたい。

Ｃ
グ
ル
ー
プ

11
月
22
日
に
、は
な
ぞ
の
温
泉「
花
圃
の
里
」で
、自
治
区
長
会
と
議

員
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は「
自
治
区・町
内
会
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
、困

り
事
と
は
何
か
」だ
っ
た
。当
日
は
時
間
と
と
も
に
熱
を
お
び
て
…
。

令和６年度議会と
自治区長会の意見交換会
～ あふれる かつらぎ町への思い ～
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Aグループ

Bグループ

Cグループ

A

高齢化に伴う人材不足。役をもってくれる人がいない

高齢者ばかりで、

災害時に避難を
誘導する人がいな

い

免許証を返還した方の交通手段がなくなっている

イノシシ・シカが畑の野菜や果物を食べてしまい、対策に困っている

民生委員の
仕事内容を
見直せないか 避難所は近くの一時避難所だけでいい

町内会費は
もらってないが、
安否確認のため
広報は配っている

太陽光発電事業が悩ましい。
どうしたらいいのか

議員が
いないので、
相談できない

取材メモ

議員は地域へ懇談に出向くことが求め
られていると感じた。

中谷　雅美　議員

今回出た意見を、
議会活動に生かせていくかが大きな課題。

今後は、広報広聴特別委員会でも検討していく。

＼出席の自治区長・議員 ３０人の意見は／

高田自治区
木
き む ら

村　清
き よ し

志自治区長
思いをくみ取って
交換会を通して、少しでも自治
区の思いをくみ取ってほしい…。

Ａ
グ
ル
ー
プ
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次世代シリーズ「がんばる人」は、スポーツや文化活動などで頑張っている子どもたちを紹介します。
学校の中だけでなく、さまざまな分野で一生懸命に取り組む姿を応援します。

【渋田小学校 ５年】

阪
さか
中
なか
　初

は
菜
な
さん

1 難しい曲を弾けるようにがんばっています。
2 ２歳の頃にピアノに出会い、好きになったから。
3 カウンセラーになりたい。
4 おいしいフルーツがたくさんあるところ。

【妙寺小学校 ６年】

西
にし だ
田 成

せいたろう
太郎さん

1 市町村対抗ジュニア駅伝の練習に励んでいます。
2 陸上記録会で自己ベストを出し、選手に選考さ
れたから。

3 泳ぐのが好きなので水泳選手になりたいです。
4 自然があふれて色々な種類の果物がある所です。

n e x t g e n e r a t i o n
がんばる人紹介

次世代シリーズ

こ れ か ら の「 か つ ら ぎ 町 」を 担 う の は 君 だ！

1今、頑張っていること
2始めたきっかけ

3将来の夢
4かつらぎ町の好きなところ

質 問 事  項

【笠田中学校 ２年】

野
のぐ ち
口　穂

ほのか
香さん

1 吹奏楽部の部長と生徒会の書記です。
2 皆の前に立って挑戦したかったからです。
3 子供が好きなので、保育士になりたいです。
4 優しい人が多くて過ごしやすいところです。

n e x t g e n e r a t i o nがんばる人
次世代シリーズ

g e n e r a t i oんば
次世代シリーズ

SAKANAKA
HANA

ピ アノ

n e x t g e n e r a t i o n

n e x t g e n e r a t i o nがんばる人
次世代シリーズ

g e n e r a t i oんば
次世代シリーズ

NOGUCHI
HONOKA

吹
奏 楽

n e x t g e n e r a t i o n

n e x t g e n e r a t i o n

がんばる人

次世代シリーズ

g e n e r a t i o

ば
次世代シリーズ

NISHIDASEITARO
陸 上

n e x t g e n e r a t i o n
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